
スウェーデンでの 

チェルノブイリ事故調査が示すもの 



◆チェルノブイリ事故後、スウェーデン北部でガンが過剰発生 

スウェーデンの土壌汚染地図 
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 "Increase of regional total cancer incidence in north Sweden due to the Chernobyl accident?" 

・チェルノブイリ事故後、スウェーデン北部で１００万人
を対象に、１９８８年～１９９６年のガン発症に関する大
規模な疫学調査が実施された。 

・トンデル氏らによるこの調査の結果、セシウム１３７に
よる外部被曝線量は最大３.４ミリシーベルトだが、土
壌汚染の程度が大きいほど発ガンのリスクは高くなる
ことが明らかとなった。 

・京大原子炉実験所の今中哲二氏は「トンデルらが観
察した発ガンリスクは、広島・長崎の10～20倍に相当」
としている。 
※ＩＣＲＰのリスク評価はもっぱら広島・長崎をベースにしている。 



◆土壌の汚染度に応じてリスクが増大 
 
・１平方メートルあたり７０キロベクレルの汚染地域では発ガンリスクは１０％
上昇。 

・スウェーデン汚染地帯でのセシウム137汚染レベルとガンの発生率（1988〜1996年） 



◆福島とスウェーデンの比較 
 
・スウェーデンの汚染レベルは
120キロベクレル/m2以下。 

 
・これに対して文科省が５月６日
に公表した汚染地図（左図）では、
飯舘村で1000～3000キロベクレ
ル /m2。福島市、川俣町、二本松
市等を含む80km圏内で～300キ
ロベクレル /m2 。 

 
・スウェーデン北部の調査に基づ
くならば、80km圏全域で、今後ガ
ンの発生率は10％をはるかに超
える割合で増加することになる。 

 
 



◆チェルノブイリ事故後、４年経過してから小児甲状腺ガンが
発生し始め、１０倍以上に増大。 

「チェルノブイリ原発事故によるその後の事故影響」（今中哲二・技術と人間1997年５月号） 

※ＷＨＯによれば、2005年までの累積線量は高線量汚染地の２７万人が５０mSv
以上、低線量汚染地の５００万人が１０～２０ｍSv。 



「チェルノブイリ原発事故によるその後の事故影響」 

(今中哲二・技術と人間1997年5月号) 

◆チェルノブイリ事故後、子供だけでなく 
  大人の甲状腺ガンも急増 



◆チェルノブイリ事故の長期対策では、年５mSv以上被曝する
場所は「強制移転」 

原子力安全委員会の第１５回原子力施設等防災専門部会資料 
「緊急事態対応判断基準等に関する調査」（２００７年） 



◆６万５千人（２００２年度）の被ばく労働者の平均線量は
1.4mSv。２０mSv～２５mSvの被ばくはわずか３人。 


